
 

 

 

 

 

 
平成 11～13 年度の研究で、薄板鋼板を用いた低層建物の断熱外壁システムを確立しました。本研究では、地域生産、

高耐久、再資源性の観点から有意性のある現行型のシステムを、中高層の事務所、マンション、学校建築など規模や用途

が異なる建物へ、また外壁だけではなく屋根など他の部位へと適用の拡大を図り、総合的な高性能断熱外皮システムとし

ての完成を目指すことを目的としています。 
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鋼板断熱外皮システムの建築・部位への適用拡大に関する研究 

             共同研究機関名 日新製鋼株式会社、日新総合建材株式会社

                     札幌シートフレーム株式会社 

             担当部科 環境科学部 居住環境科、生産技術部 生産システム科

 研究の目的  

活用方法・成果  

研究の結果  

低  層 中 高 層 

各種の性能検証 

断熱性能の検証 構造熱橋を考慮した断熱方法の提示 

風圧力に対する安全性の確認 窓周りの防水性能の検証 

適
用
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現行型で対応しにくい 
部分をカバー 

外 
 

壁 

屋 
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中高層に展開 

屋根鋼板断熱システムの開発 

 

正圧試験の様子 

 

負圧時の端部留め付け変形

 

検証に用いた水密試験装置

 

ＳＵＢシステム・新形状外壁鋼板断熱システムの提案 

・鋼板下地を含めた外

壁の「みなし熱貫流

率」の計算 
・下地部分の温度の実

測、熱画像による観

察（→図） 

・RC建物のラーメン、壁式

など各種工法について、

２次元伝熱計算ソフトに

より、構造熱橋部の熱貫

流率、温度分布を計算 

（→ラーメン外梁工法の

結果の一例） 

・山高さをおさえた施工性の高い形状→実住宅での施工性を確認 
・従来より剛性が低下する場合の許容支持スパンを計算 

・オープンジョイ

ントの窓周りの

防水性能を検証

 

・耐久性と防水性と低コストという要素

を持つ折板屋根を用いた屋根断熱シス

テムの開発 
・屋根雪を考慮したシミュレーションに

より、折板フラット屋根で積雪障害が生

じにくい屋根断熱厚さと軒先の有効開

口面積を検討、 

積雪障害の生じ易さと有効開口面積

これまで鋼板を用いた外壁断熱システムの成果は、2000年の富良野市北の峰団地を初めに2003年 3月現在で21物件

に上っています。建物用途は公営住宅を中心に、学校建築、事務所建築、庁舎建築など多岐に渡っており、本研究で明ら

かになった性能をふまえ、中高層建物への適用や、屋根などの部位へと展開していくことが可能となります。

 

室内からの熱損失

日射 
融雪水の発生

巻き垂れ形成 

氷堤 すがもり発生 

屋根換気 
の不足 

断熱厚さの不足 

断熱・換気が不足している屋根 

現行型外壁鋼板断熱システム
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断熱厚さ100mm

断熱厚さ150mm
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